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受けるフェーズとして Share Phaseが示唆されたことから，Share PhaseでWOM・
EWOM が与える意思決定への影響について検討した．第１０章では，消費者行動の
Share Phase についての研究，特に意思決定内容の変更についての研究を概観した． 
Jeong & Jang (2011) は，レストランの評価に関する EWOMに関し，消費者にポジテ
ィブな EWOMを出させる要因となる体験を検討した．レストランの食事の質，従業員
のサービスの質，良好な雰囲気，妥当な価格がその要因となることを示す結果となった． 








相反する WOM が提示された状況について研究を行った．その結果，WOM 提供者に
主観的に感じる親近感と，意思決定者が WOM の意見を採用して情報共有の内容を変
更した割合とが相関していることが示された．また，WOM提供者に主観的に感じる親
近感が，WOMへの信頼度に有意に影響していることが示された．なお，WOMへの信
頼度と，意思決定者が WOM の意見を採用して情報共有の内容を変更した割合とは直
接には相関していないことも示された． 
第五部（第１２章）では，第一部から第四部にかけて行った調査はいずれも本学学
部生を対象として行ったものであり，世代や社会経験の有無により結果が異なる可能性
が否定できないことから，社会人に対して簡易的なヒアリングを行った．第１２章では，
30代及び 60代の社会人の男女数名に対し，WOM・EWOMを参考とする状況，WOM・
EWOMが優れている点，WOM・EWOMを優先する状況について自由回答させる形で
ヒアリングを行った．その結果，社会人も EWOM からの影響を強く受けていること，
ヤラセの存在を認識しつつも EWOMの客観性・多面性への評価が高いこと，WOM提
供者に主観的に感じる親近感 がWOM・EWOMの信頼度に影響していることなど，本
学学部生への調査結果と共通している点が多く見られた．WOM提供者に主観的に感じ
る親近感という感情的要因により，WOMや EWOMに対する消費者の信頼度が影響さ
れ，WOM・EWOM への信頼度により購買の意思決定が影響される，という第一部か
ら第四部にかけての調査結果は，社会人においても妥当する可能性があることが示唆さ
れた． 
本研究では，直近の消費者を取り巻く状況により近づけて消費者行動を検討するた
めに，WOM・EWOMの両者を得て購買の意思決定を行うという状況について検討す
ることと，WOM・EWOMによる意思決定の変更について検討することを目的とした
が，本研究により得られた大きな成果は，以下の５点となる．①WOM・EWOMが混
在・対立する状況についても，WOM・EWOMは，意思決定への影響をもたらし，WOM
提供者に主観的に感じる親近感により影響が変化することを示した．②WOM・EWOM
が混在・対立する状況において，WOM提供者に主観的に感じる親近感により，WOM・
EWOMのうち信頼度のより低い方の意見を採用する意思決定者の割合が変化する場合
があることを示した．③意思決定の変更においても，WOM提供者に主観的に感じる親
近感により，WOMへの信頼度が変化し，その結果意思決定に影響することを示した．
④意思決定の変更において，提示されたのが複数WOM又は複数 EWOMであった場合
においても，WOM提供者に主観的に感じる親近感により，WOMへの信頼度が変化し，
その結果意思決定に影響することを示した． ⑤情報共有に際した意思決定の変更にお
いても，WOM提供者に主観的に感じる親近感により，WOMへの信頼度が変化し，そ
（雛型）博士学位論文内容の要旨 
 
の結果意思決定に影響することを示した．これらの知見は，WOM・EWOMを活用し
た消費者へのアプローチにおいて十分に活用されうるものと考えられた． 
 
 
